
―
大
切
な
人
の
笑
顔
の
た
め
に
―

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
の
超

高
齢
社
会
。
介
護
費
の

増
加
や
介
護
の
担
い
手
不
足
が
社
会

問
題
と
な
る
な
か
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
住

ま
い
、介
護
予
防
、生
活
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
の
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
を
見
直
し
、
新
た
に
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
総
合
事
業
）」
を
４
月
か
ら

実
施
し
ま
す
。

●
総
合
事
業
と
は

　
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
と
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」

を
一
体
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
は
、
支
援
が
必
要
な
状
態

介護保険制度の変更点

平成 29 年３月まで 平成 29 年４月から

介護サービス（要介護１～５） 介護サービス（要介護１～５）

介護予防事業（65 歳以上の人） 一般介護予防事業（65歳以上の人）

介護予防・生活支援サービス事業
（要支援１・２など）

介護予防サービス（要支援１・２）介護予防サービス（要支援１・２）
【訪問看護、福祉用具など】【訪問看護、福祉用具など】

・訪問介護（ホームヘルパー）
・通所介護（デイサービス）【 】

・訪問型サービス
・通所型サービス【 】

総合事業

に
な
っ
た
と
き
に
自
宅
で
身
体
介
護

や
家
事
援
助
を
受
け
る
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と

の
予
防
・
改
善
の
た
め
の
機
能
訓
練

や
入
浴
な
ど
を
提
供
す
る
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
般
介
護
予
防
事
業
」は
、

介
護
予
防
教
室
や
地
域
の
サ
ロ
ン
活

動
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
利
用
者
の
選
択
肢
が
広
が

り
ま
す
。

　

本
事
業
の
特
色
と
し
て
、
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
専
門
職
以
外
の
人
が
担

い
手
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
、

事
業
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
す

る
た
め
の「
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口
」

の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
の
み
を
利
用
す
る

要
支
援
１
・
２
の
状
態
に
相
当
す
る

人
は
、
認
定
更
新
の
必
要
な
く
迅
速

に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

問
長
寿
介
護
課
（
☎
９
８
３・２
６
０
９
）

変更なし

変更あり

変更なし

変更あり

※現在、要支援１・２を持っている人は、平成 29 年４月以降の認定更新から総合事業の

対象者になります。サービスの内容や利用までの流れなどは次ページ（５ページ）。
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基本チェックリストで生活機能の低下がみられた人

要支援１・２の認定者

すべての高齢者 要介護１～５の認定者

一般介護予防事業
▶運動、認知機能の予防教室
▶地域におけるサロン
▶各種高齢者福祉サービス

これまでどおりに介護保険サー
ビスが利用できます。

以下の介護予防サービスは
これまでどおり利用できます

▶訪問看護、訪問入浴介護
▶通所リハビリテーション
▶短期入所生活介護、住宅改修
▶福祉用具貸与、福祉用具購入

ほか
※引き続き要支援１・２の認定
が必要となるサービスです。

総合事業のサービス利用の流れ

介護サービスの利用が必要な人・要介護状態になることを予防したい人

介護予防・生活支援サービス事業
■訪問型サービス
訪問介護　身体の介護が中心のサービス
訪問型サービスＡ　掃除や洗濯などの家事支援が中心のサービス
訪問型サービスＢ　ボランティアなどが行う、電球交換やごみ出しな
どの生活援助

■通所型サービス　
　通所介護　現在のデイサービスと同様のサービス
※これらのサービスのみを希望する人は、要支援１・２の認定が不要と
なり、迅速にサービスが利用できます。（初めて利用する場合を除く）

主な変更点　要支援１・２の認定を受けた人、心や身体の状態を確認する「基本チェックリスト」で事業

の対象者となった人は、市が実施する「介護予防・生活支援サービス」が利用できるようになります。

変更点

変更点

要支援１・２の認定者

相談を受け付けます
・お住まいの地区の地域包括支
援センター（市内４カ所）

・担当のケアマネージャー
・高齢者総合相談窓口（三島市
長寿介護課）

認定申請または
基本チェックリストによる確認
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